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れている。一方 Hewitt， Wilson 等の動物実験によれば、腫壌の大きさにより異なるが、癌組織中に












実験腫療としては人癌研究上多くの利点をもっ Vx 2carcinoma を用いた。
移植は家兎大腿部筋肉中に累代移植された腫蕩組織の容積比20%細胞浮遊液を調整し、家兎上顎洞
右側前外側壁に O.3mi! を移植、形成せしめた VX2 家兎上顎癌を使用して、大気下60CO 照射群を対




行い、それらの積の平均を腫療体積 (mm 3 ) とする方法をとった。また照射時期ならびに線量について
は、前述の測定法により未照射の場合の腫虜増殖曲線を求めた結果、示指頭大、体積 2， 100:t 300揃l
に達した時期を照射に最も適当と考え、これを照射時期とした、更にこの大きさに達した腫壌に組織
線量 500 、 1000 、 1500rad の大気下局所 1 回照射を行った結果、照射時間、照射効果の判定、その他の
条件に最も適当な 1， 000rad を本実験における照射線量とした。照射条件はすべて一定で、 SSD: 60cm 、
照射野 6 x 6 cm'に対し、組織線量 1 ， 000rad の局所 1 回照射を行った。
実験 I として照射後の腫蕩体積を経日的に測定し、各群30羽につき照射後30日の時点で、腫虜縮少
効果、腫場消失率、生存日数、腫場体積半減期の各項目について分析検討した。更に実験H として照
射後1 、 2 、 4 、 6 、 8 、 10 日めの時点にわける、腫蕩組織の DNA 合成能及び DNA 量を 2 群について測定し、
(各日各群 6 羽)酸素効果が DNA 合成阻害の増大にも関与するものであるか否かを検討した。 DNA
合成能は 14C_ Thymidine を用い、腫虜 DNA への取り込みを測定し、また DNA 量は Schneider 法




腫場消失率は大気下照射群が30羽中 4 羽(約13%) に対し、高圧酸素下照射群は30羽中 16羽(約53
%)を占め、約 4 倍の高圧酸素による効果の違いを認めた。生存日数は 180 日以上生存した家兎が、
高圧酸素下照射群が30羽中 11羽を占めたのに対し、大気下照射群は30羽中 2 羽で顕著な差を認めた。
腫蕩{本積半減期は大気下照射群が照射後約17 日に対し、高圧酸素下照射群は約11 日で、高圧酸素下
照射群の方が約 6 日間早いという初期効果の違いを示した。
また単位腫場組織あたりの DNA 合成能は、両群共照射後 2 日め迄急激に低下したが、以後は合成
能阻害の程度は、高圧酸素下照射群の方が大であったQ
DNA 量も 2 群共照射後低下したが、 2 日め以後は高圧酸素下照射群の方が DNA 量の低下が著明
であった。
論文の審査結果の要旨
本論文は担癌家兎に高圧酸素下放射線照射を行い、主として臨床的観点より酸素の放射線増感効果
を検討したもので、高圧酸素下放射線治療の有効性を示唆し、その臨床応用に関して貴重な知見を得
たものである。
よって本論文は学位請求論文として十分な価値を有するものと認める。
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